






研究目的 

 ハイリスク妊娠,分娩の大きな課題対象である先天異常の成因は複雑多岐で,その予防の

困難なケースが多い。そして催奇性についての個々の物質が多く指摘され,マスコミ報道が

関連して,妊婦およびその家族に大きな不安をもたらしている。 

 そこで保健指導の場において具体的な質問が出ることが多く,その指導の第一線にある

保健婦が,その解明に困難していることが多い。 

 これに対して従来は,安全性の強調のみに終始せざるを得なかったが,それは実生活面で

非現実的な結果に終る嫌いがあった。 

 こゝで保健婦が,現実に指導している実態を調査し,その困難な条件を分析し,これに対

処するための「指導要領」の策定を企画したのである。なお,これに加え,「母子保健ケア

システム」において考慮すべき行政的条件についても検討した。 


